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Ｈ
Ｎ
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司
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司
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司
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司
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に

。
ん
せ
ま
り

疫
や
異
地
変
天
、
や
際
の
幸
行
・
都
遷
に
主
、
は
階
神
　

霊
に
特
、
て
し
際
に
願
祈
の
時
臨
る
め
鎮
を
ど
な
延
蔓
病

。
た
し
ま
れ
ら
け
授
ら
か
廷
朝
、
に
々
神
な
か
た
ら
あ
験

、
で
の
も
る
れ
さ
階
進
・
位
授
に
々
神
の
れ
ぞ
れ
そ
は
れ
こ

階
位
り
よ
に
々
神
も
で
神
祭
御
る
い
て
れ
ら
祀
に
社
神
じ
同

。
す
ま
り
あ
も
と
こ
る
な
異
が

神
た
れ
さ
請
勧
へ
社
他
に
た
新
は
で
度
制
の
位
授
階
神
　

、
が
ん
せ
ま
り
な
は
に
階
位
じ
同
と
神
の
社
本
、
合
場
の

、
は
に
時
る
れ
さ
請
勧
り
よ
に
可
許
の
廷
朝
て
し
と
外
例

。
た
し
ま
り
あ
も
と
こ
る
れ
ら
け
授
が
階
神
の
位
同
と
社
本

自
独
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位
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授
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。
す
ま
り
な
く
な
れ

い
る
（』
史
国
聚
類
『、
が
す
で
て
い
つ
に
社
神
荷
稲
て
さ
　

見
が
と
こ
た
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ら
け
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て
し
対
に
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）
二
四
九
（
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五
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ら

こ
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た
し
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れ
ら
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叙
に
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す
対
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荷
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（
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稲
の
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へ
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と
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に
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ら
け
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を
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一
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稲
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授
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た
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が
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が
た
し
ま
れ
さ
止
廃
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度
制
の
位
授
階
神
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降
以
治
明
　

幟
の
納
奉
た
し
冠
と
位一
正
で
社
神
荷
稲
の
国
全
も
で
在
現

よ
に
仰
信
い
篤
る
す
対
に
神
荷
稲
、
は
の
る
す
に
目
を
旗
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す
ま
え
い
と
の
も
る
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六
十
月
三
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去
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た
し
ま
れ
さ
催
開
が
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神
に
半
時
八
く
よ
地
心
て
れ
ま
恵
に
気
天
お
は
日
当
　

指
目
を
社
神
嘉
佐
る
あ
で
地
的
目
の
初
最
、
し
発
出
を

。
す
ま
し

く
早
も
り
よ
刻
時
定
予
が
た
し
ま
み
挟
を
憩
休
中
途
　

ル
バ
る
あ
に
く
近
の
社
神
嘉
佐
、
め
た
た
い
着
に
地
的
目

。
す
ま
し
を
物
い
買
て
に
屋
産
土
御
る
あ
に
内
物
建
じ
同

鍋
主
藩
代
十
第
、
藩
島
鍋
賀
佐
は
神
祭
ご
の
社
神
嘉
佐

お
を
命
大
直
島
鍋
主
藩
代一
十
第
と
命
正
直
島

て
し
り

、
ら
か
と
こ
た
れ
さ
残
に
家
国
を
績
功
る
な
大
多
、
り
お

。
す
ま
い
て
れ
ら
め
崇
て
し
と
神
の
通
交
・
問
学
・
化
文

。
た
し
ま
し
拝
参
も
に
社
神
原
松
る
あ
に
隣
の
社
神
嘉
佐

藩
代
初
と
命
茂
直
島
鍋
祖
藩
、
藩
島
鍋
嘉
佐
は
ら
ち
こ

し
と
神
祭
ご
を
命
信
隆
寺
造
竜
た
ま
、
命
茂
勝
島
鍋
主

お
て

て
れ
ら
め
崇
て
し
と
神
の
福
招
・
利
勝
・
運
開
ら
か
と
こ

・
社
神
嘉
佐
り
よ
方
の
員
職
は
後
拝
参
式
正
。
す
ま
い

、
け
受
を
明
説
の
社
末
る
あ
に
内
境
め
始
を
社
神
原
松

。
す
ま
り
と
を
食
昼
で
館
念
記

へ
館
古
徴
る
あ
に
く
近
ぐ
す
の
社
神
嘉
佐
は
ら
か
後
午
　

城
賀
佐
「
に
期
時
の
こ
年
毎
は
館
古
徴
。
た
し
ま
き
行

の
家
島
鍋
爵
侯
、
り
お
て
れ
さ
催
開
が
」
り
つ
ま
な
ひ
下

ま
い
て
れ
さ
覧
展
が
具
道
雛
・
形
人
雛
の
用
所
人
婦
代
歴

細
も
具
道
雛
や
衣
う
纏
が
形
人
、
が
す
で
も
形
人
。
す

感
に
術
技
の
人
職
形
人
雛
の
時
当
、
り
お
て
れ
ら
作
く
か

。
た
し
ま
し
嘆

。
す
ま
し
学
見
を
場
工
子
菓
お
の
屋
岡
村
は
に
後
の
そ
　

く
し
味
美
を
食
試
、
り
回
て
見
を
程
過
造
製
の
子
菓
お

。
た
し
ま
け
受
を
ズ
イ
ク
や
明
説
る
す
関
に
造
製
い
わ
味

会
代
総
の
回
今
は
私
　

参
の
て
め
初
が
行
旅
修
研

の
こ
。
す
ま
り
な
と
加

事
だ
ん
学
で
行
旅
修
研

仕
奉
明
神
の
ら
か
れ
こ
を

年
来
、
き
い
て
し
か
活
に

者
敬
崇
や
代
総
た
ま
も

旅
修
研
に
共
と
様
皆
の

だ
た
い
て
せ
さ
加
参
に
行

。
す
で
い
た
き

、
中
い
し
忙
お
、
た
ま
　

だ
た
い
て
し
し
な
て
も
お

に
様
皆
の
社
神
嘉
佐
た
い

上
し
申
謝
感
り
よ
心
は

。
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ま
げ
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も
司
宮
代
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宮
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る
れ
ら
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要

。
る
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よ
の」
守
芸
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多
波
「や
」
守
河
駿
野
多

庚）
〇
六
八一
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元
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の
門
の
宮
田
岡
　

八
與
屋
松
小
の）
市
関
下
現
（関
間
赤
州
長、
旬
上
月
五
申

あ
が
籠
灯
の
対
一
た
れ
ま
刻
と」
燈
献
日
式
「た
し
進
寄
が

て
れ
ま
刻
が
諱
と」
縄
直
守
河
駿
司
宮
大
「に
基一
の
そ。
る

。
い
た
き
だ
た
い
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ご
ひ
ぜ
は
に
際
の
拝
参。
る
い
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